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本時の学習指導③について 

 のこぎり引きについて、自分で選ぶジグを使って工夫し創造する能力を発揮する様子を

探ってみた。その授業の様子を簡単に説明し、考察する。 
１ 内容と方法 
のこぎり引きの留意点は、㋐垂直方向が傾かないこと、㋑水平方向に曲がらないこと、

㋒断面を平滑にすることの三点である。それを意識して、工夫して練習できるように教材

を取り入れることが大切であると考えた。①～⑤の流れで授業を進める。 
① のこぎりの切削のしくみや基本的な引き方を学習する。 
② 一度のこぎりで切ってみて、さしがねを使って自分の切断面を観察する。図１②の㋐

～㋒の三つの留意点から自己評価する。 

③ 自分で③の㋐～㋒のジグを選んで練習する。解決の後、他のジグも使ってみる。 

④ ㋐～㋒の三つの留意点について習得できたところで、２×４（ツーバイフォー）ジグを

使って練習する。２×４材を長さ 20cm に切ったものを使用する。はじめは木を切らずに、

ただ２×４ジグにのこ身をこすりつけて、引く練習をする。ジグとのこ身の間にすき間

をあけずに擦れるようになったら、２×４ジグを使って切る練習をする。 

⑤ ２×４ジグを使って本番ののこぎり引きをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㋐切断面が傾いてしまう  
 ㋑けがき線からずれていってしまう  

㋒断面がガタガタになってしまう 
② 一度切ってみて課題を

つかむ 

① のこぎりの基礎を学習する。 

図１ 自分でジグを選ぶのこぎり引き 

㋑の練習方法  
のこぎりが鉛筆の線
に合っていることを
見て確かめる。。 

㋒の練習方法 
切断面をきれいにするには、
のこぎりが同じライン上を
通るように、Ｖ字のジグを用
いて、前後に大きくゆっくり
動かす練習を重ねる。  

鏡  

㋐の練習方法 
鏡に映したのこ身が同じ平面に見えれば、垂
直に切れる。板をいすに、鏡を床に置いても
良い 

③ジグを選んで練習する 

④ ２×４ジグで練習する。 

⑤ 本番の加工を行う
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２ 検証計画 
段階 検証の視点 検証の方法 

① 課題をつかむ 

一度のこぎりで切ってみてから、チェックリ

ストを使うことで、技能面の課題を自らつかむ

ことができる。 

自己評価、アンケートの記述、

生徒の感想、観察 

② 課題の解決方
法を検討する 

３種類のジグを自分の課題に合わせて選んで

練習することで、引き方のポイントに気づきな

がら練習できる。 

自己評価、アンケートの記述、

生徒の感想、観察、ＶＴＲ 

③ 課題を解決し、
製作品に生かす 

のこぎり引きの三つの主なポイントについて

注意しながら、２×４ジグを使い正確に加工で

きるようになる。 

自己評価、相互評価、アンケ

ートの記述、生徒の感想、技

能の観察、ＶＴＲ 

 
３ 学習の流れ 

段階 生徒の活動 

④ 課題をつ
かむ 

 

⑤ 解決方法
を検討する 

⑥ 課題を解
決し製作品に
生かす 

・教師の話を聞き、本時の目当てをつかむ。 
・のこぎりの切削の仕組みを知る。 
・練習用材料（１×４材）で１回だけのこぎり引きを行う。 
プリントのチェックリストで、自分ののこぎり引きの問題点をつかむ。 

・３つの課題解決用のジグから自分に一番必要な練習方法を選び、のこぎり引き
の練習をする。一回ごとに自己評価して課題を確かめる。 

・２×４材ジグにのこぎりをこすりつける練習をしてから実際に２×４材ジグを
使って木材を切ってみる。 
・うまく切るコツを発表する。 
・学習プリントに自己評価と相互評価を記入する。 

 
４ 学習の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 自分で課題ごとにジグを選んで練習している様子 
 
 
 

⑤鏡にのこ身を重

ねて見ながら引く

と、まっすっぐ切

れるよ。 

⑤Ｖ字ジグを使って

引く練習をすると、の

こぎりがぶれないよ。

練習にはいいけど、と

っても切りにくい。 

⑥２×４材ジグにの

こぎりをこすりつけ

て･･･、まだ引く時に

すき間があいちゃう

なあ。 

⑥いよいよ、 
２×４材ジグ

で実際に木材

を切ってみる

ぞ。 
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５ 結果と考察 
 
 (1) 生徒の自己評価・相互評価から 
自己評価の結果から次の課題をつかみ、ジグを使った練習方法を選び練習した結果、１回ごと

に改善していった様子がうかがえる。（図３） 

 (2) 生徒の感想から 
 生徒の感想 １  
最初に切ったやつは断面がボロボロで割れたりしてしまったけど、最後に切ったやつはきれい

に切れて机の上に立った。この授業のおかげで、少し不安がなくなった。 
 生徒の感想 ２  
最初に切ったときは断面が傾いてしまった。２回目で鏡を見てやったら１回目より良くできた。

２×４ジグをのこぎりに当てながらやったら、すごく良くできた。 
 生徒の感想 ３  
のこぎりの切り方を練習して、けっこう真っすぐに切ることができたので嬉しかったです。最

初はただ切っているだけだったけど練習しているうちに、切り方がよくわかってきたのでよかっ

たです。鏡を置いて切ったらうまく切れたのでもっと練習をしたいです。 
 生徒の感想 ４  
鏡がやりやすかった。 
 生徒の感想 ５  
鏡は使いづらかったけど、２×４ジグはすごく使いやすかったです。 

 (3) 考察 
課題をつかむ 
感想１から、試しにのこぎり引きした断面が傾いていたことを課題としてとらえて、鏡を使っ

図３ のこぎりの練習自己評価表 
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て解決していったことがわかる。教師が学びの視点として用意した自己評価表で自分の技能を自

己評価したことで、課題をつかむことができ、課題を解決するジグを選ぶことができたと考える。 
解決方法を検討する 
図３と感想２～４から、生徒によって取り組みの差は見られるが、自分の課題の解決を目指し

てジグを選び、鏡などを使うことでのこぎり引きの留意点を意識することができたため、自分な

りに工夫して練習し課題を解決していくことができたと考える。教師が提供する学びの視点とし

ての自己評価表や、生徒同士の学び合いとしての相互評価も有効にはたらいた。 
課題を解決し製作品に生かす 
感想５から、のこぎり引きに対して苦手意識を持っていた生徒が、技能が向上したことでのこ

ぎり引きに対する不安感がなくなり、製作に向かう意識が変化していることがわかる。どの生徒

も、自分の課題をひとつひとつ解決していったことで、工夫し創造する能力を発揮して、のこぎ

り引きの留意点を総合的に意識しなければならない２×４ジグをうまく使いこなすことができた

と考える。正確に加工することができて、本番の加工につながった。 
以上のように、生徒が自ら課題をつかみ、解決方法を検討し、解決して製作品に生かすことが

できたことは、工夫し創造する能力を発揮できたことであると考える。 
課題としては、十分練習できなかった生徒が多く、１時間の授業でこの①～③の段階をこなす

のはやや無理があったことである。また、習熟するためには個に応じた練習時間の配分を保障し

てあげることも大切である。 
 


